
0．はじめに

　田中敬（1880-1958）は大正期から戦後にかけ
て活躍した図書館人である。田中は 1908 年 3 月
に東洋大学の大学部研究科卒業後、沢柳政太郎の
著作助手となり、沢柳が東北帝国大学の初代総長
に就任（1911 年）したことから東北帝国大学附
属図書館の職員として勤務することになる。1923
年には司書官に任命されるなど、東北帝国大学附
属図書館の中心人物として同図書館の基礎づくり
と発展に尽力した。1933 年同大学退職後、郷里
の兵庫県に近い大阪帝大附属図書館に勤務し、戦
後は近畿大学からの招きにより同大学の図書館長
を務めた。
　また大学図書館員の職務と平行して研究活動に
も取り組み、『図書館教育』（1918 年）、『図書学
概論』（1924 年）、『粘葉考』（1932 年）、『汲古随想』

（1933 年）、『和漢書目録法』（1934 年）のほか、
雑誌の論稿も多岐にわたって数多くの著述を残し
た。1941 年には、これらの功績により日本図書
館協会から総裁賞を受賞し、1956 年にはこれま
での図書学研究の集大成ともいえる「図書形態学
とその応用1」をあらわし、文学博士を取得した。
田中の死後、著作集刊行に尽力した岩猿敏生は、

「幅広い図書館学の研究者」として評価した。
　なかでも『図書館教育』と『図書学概論』は最

も知られている文献である。彼の処女作でもあり、
図書館の教育的職能を論じた『図書館教育』（1918
年）は我が国における図書館学の古典として広く
知られている。岩猿は復刻版の『図書館教育』の
解説において、図書館管理法や図書館経営法から
脱却し、わが国最初のライブラリー・サイエンス
を志向した労作であり、その特色として図書館活
動の本質の追求から図書館学の成立を要請したこ
と、open shelves を開架式と訳し現代図書館の特
質としてその意義を強調した点を評価した2。
　『図書学概論』は文化の伝達手段である図書に
関する一切の事項を研究する学問として図書学を
提唱したもので、書誌学の大家である長沢規矩也
が書誌学という名称を図書学と呼称するまでに至
るなど高い評価を受けている。このことから、岩
猿は図書館の方面から書誌学分野に影響を与えた
点を高く評価した3。
　このように高い評価を受けている田中である
が、これまで田中の図書館論を本格的に究明した
先行研究はない。その要因は多々あると思うが、
本研究者は、田中が自身の図書館論を展開してい
くための立脚点がこれまで明らかにされてこな
かったことが最大の要因であると考える。その理
由は、処女作である『図書館教育』を発表するま
で田中の存在が図書館界において殆どの知られて
いなかったことにある。それは田中が日本の主要
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都市から離れた東北地方の仙台に新設された大学
の図書館に 31 歳というオールドルーキーとして
入職したこと、業界における全国レベルの機関誌
ともいうべき「図書館雑誌」に論稿を発表するこ
とがなく『図書館教育』を刊行しているため、図
書館界において認知されていなかったことにあ
る。
　では、なぜ田中は我が国の図書館学において古
典ともいうべき『図書館教育』を執筆することが
できたのか。筆者は田中の師匠ともいうべき沢柳
政太郎の存在が大きく影響していると考える。沢
柳は明治期から昭和初期にかけて我が国の教育界
においてオピニオンリーダー的な存在であり、以
前から自学自修の修養を推奨し、読書に高い教育
的効能があることに着目をしていた人物である。
また、拙著「沢柳政太郎の地方文化発展論」にお
いて指摘したように、図書館の教育的機能に着目
していた。このことから田中は、図書館の教育的
職能を我が国の教育関係者に伝えることを目的に
教育学の観点から『図書館教育』を執筆したと考
えられる。
　以上のことから本研究では、沢柳の著作助手と
しての田中の活動を明らかにするとともに、田中
の著作活動を手掛かりに彼の図書館論の立脚点に
ついて検討する。

1．沢柳の著作助手時代

　田中は 1888（明治 13）年兵庫県多紀郡北河内
村（現在は丹波篠山市）の農家に生まれ、幼少時
から勉学を好み、やや長じて身を寄せていた地元
の寺坊で篤学の住持に漢学の手ほどきを受けた4。
その後、東洋大学に進学し 1907（明治 40）年専
門部第一科、翌 1908（明治 41）年には大学部第
二科（支那哲学科）を卒業し、修身科の中等教員
免許状を取得した。そして 1908（明治 41）年 3
月に同大学の大学部研究科卒業後、同年 4 月より
沢柳政太郎の著作助手として著作編集に従事する
ことになった5。

　沢柳の著作助手としての田中の活動を示すもの
に、1936 年 10 月田中が沢柳礼次郎に宛てた書簡6

がある。この書簡は沢柳礼次郎が『吾父沢柳政太
郎』（1937 年）執筆の際、編纂補助者であった田
中に『孝道』執筆時とその前後の様子について質
問し、田中が答えたものである。この書簡では、
田中が著作助手を務めたのは東洋大学大学部研究
科在学中であった 1909 年 1 月下旬から 1911 年 4
月までであり、この間、『我国の教育7』（1910 年）
の原稿整理のほかに『中学修身書』などの起草8、

『中學修身書備考』（1909 年）など 3 著9の編纂、『孝
道10』（1910 年）作成における東洋関係資料の蒐
集選択、謄写、訳文に取り組んだと述べている。『我
国の教育』をのぞく、これらの著作はすべて修身
教育に関する著作物であり、支那哲学を研究し、
修身科の中学校教員免許を取得していた田中は適
任であったと考えられる11。
　さらに書簡では「その年（1909 年・著者注）
諸方の夏季講習会に御出講になるので其の準備と
して多くの代表的な教育学に関する著書の要項を
簡単なる形に壓縮し且つ批判を加へる下書を作る
ことが私に命ぜられた主要な仕事でした12。」と
記されている。沢柳は 1909 年 8 月、東参一市四
郡教育会連合夏期講習会において自著『実際的教
育学13』の観点から谷本富など当時著名な教育学
者の著作を批評し、従来の教育学の問題を指摘す
る講義をおこなっている。後に「教育学批判14」
という題で翻刻されたこの講義は、沢柳の教育学
論を知るうえで重要な文献として知られている。
このように、「教育学批判」の講義時期、内容と
書簡に記された内容が一致することから、田中が
作成したという下書きは「教育学批判」の下書き
であったといえる。
　また「教育学批判」において沢柳は、教育学書
の批評を通じて読書法を実演し、受講者である教
育者たちに読書の教育的効能を伝えることも目的
としていた。そして、その意図を論じる過程で読
書の観点から図書館の必要性を指摘した15。沢柳
は「教育学批判」後の数年間に図書館関係の論稿
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を残し、さらに拙著16において指摘したように、
沢柳が教育による地域発展の要として図書館の教
育的機能を重要視していたことから、「教育学批
判」は沢柳による図書館論の嚆矢と見ることがで
きる。
　以上のことから、田中は沢柳の著作助手の職務
を通じて、沢柳自身から教育学の薫陶を受けると
ともに、沢柳が図書館に求める教育的機能につい
ても理解を深めたと言える。

2．『図書館教育』までの田中の著作活動

　1911 年 3 月、著作助手の仕事が残っていた田
中は、初代東北帝国大学総長（1911～1913）に任
命された沢柳とともに仙台へ赴任し、1911 年 5
月には沢柳の助手として東北帝国大学雇となる。
同年 6 月、新設の図書館に配属されると図書館事
項講習会（1911 年 7 月・京都府立図書館）を受

講17し、図書館員としての基礎を学んだ18。1913
年、京都帝大総長に任命された沢柳は仙台を離れ
ることになったが、田中は東北帝大に残り、引き
続き附属図書館の職務にあたった。このように図
書館人生を歩みだした田中は、図書館業務と平行
して図書館に関する著述をはじめる。
　表 1 から田中は『図書館教育』以前の論稿は『学
術教育界』など教育系雑誌を中心に発表されてい
たことが理解できる。なかでも 3、5、8、9 は『図
書館教育』の一部となる論稿であり、これらの論
稿が掲載された『教育学術界19』、『帝国教育20』、『教
育時論21』では、『図書館教育』の刊行が紹介さ
れている。このことから田中は、教育分野におい
て図書館研究者として認知されていたといえる。
　田中が教育系雑誌を中心に投稿した理由につい
て、「図書目録編纂私見」からその意図を読み取
ることができる。この論稿の冒頭で田中は、文化
の上級にある国民は図書館を利用していると指摘

・表 1　1912 年〜1924 年における田中敬の著作（○は著作集未収録22、□は図書館雑誌）

○1．「図書目録編纂私見23」『教育学術界』教育学術研究会� （1912 年 10月）
　 2．「書物の述懐24」『宮城県教育雑誌』宮城県教育会� （1915 年 1月）
○ 3．「図書館学最近の進歩25」『教育学術界』教育学術研究会� （1916 年 10月）
○ 4．「現代図書館26」『河北新報』河北新報社� （1916 年 11月）
○ 5．「大学の発達と図書館の拡張27」『教育学術界』教育学術研究会� （1917 年 10月）
　 6．「大学図書館の今昔28」『自修会報』東北帝国大学理学部学自修会� （1917 年 12月）
　 7．「随感随聴29」『自修会報』東北帝国大学理学部学自修会� （1917 年 12月）
○ 8．「活動写真と読書の習慣30」『帝国教育』帝国教育会� （1918 年 1月）
○ 9．「少女営火団と図書館31」『教育時論』開発社� （1918 年 2月）

※『図書館教育』同文館（1918年 5月）

○ 10．「活動写真の教育的利用32」『家庭及学校』自学奨励会� （1918 年 7月）
○ 11．「理科教授と活動写真33」『教育学術界』大日本学術協会� （1919 年 4月）
○ 12．「補習学校としての図書館の職能34」『帝国教育』帝国教育会� （1919 年 4月）
□ 13．「戦時図書館の活動35」『図書館雑誌』日本図書館協会� （1919 年 5月、9月）
　 14．「ルーレーベン俘虜収容所の教育施設36」『帝国教育』帝国教育会� （1919 年 9月）
　 15．「図書館学研究の栞37」『学燈』丸善� （1919 年 9月〜11月）
　 16．「洪水と図書館38」『学燈』丸善� （1920 年 8月）
○ 17．「活動写真と現代人生39」『教育学術界』大日本学術協会� （1921 年 4月）
○ 18．「学校と図書館との協同40」宮城県図書館編『明治五年学制頒布五十年宮城県図書館創立四十年記念誌』
� （1922 年 10月）
○ 19．「通俗図書館の施設経営に就て41」『図書館時報』宮城県図書館� （1923 年 4月）
　 20．「図書学のレーゾンデートル42」『觀想』東洋大学観想発行所� （1925 年 1月）
　 21．「蔵書印と蔵書心理43」『東京朝日新聞』東京朝日新聞社� （1925 年 3月）

　※『図書学概論』冨山房（1924年 10月）
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し、文教職の人士に図書館の理解と利用指導に努
めることを求めた。そして「図書館のことが屢々
誌上に現はれるやうになると一般人士の眼に留ま
ることが多くなり、随つて暗々裡に図書館の発達
を促すやうになるのであろう44」とし、図書館専
門の『図書館雑誌』ではなく『教育学術界』を投
稿先に選んだと述べている45。また『図書館教育』
の起草にあたっても「広く教育家諸君の斯業に対
する領会と協賛とを得ることあらずんば其（図書
館）の機能を十分に発揮すること能はず46」と述
べていることから、教育関係者を第一の対象者を
していたといえる。
　一方、田中が『図書館雑誌』に投稿をはじめた
のは「戦時図書館の活動」（1919 年 5 月）からで
ある。これは『図書館教育』の刊行から 1 年後で
あり、1917 年に植松安の『教育と図書館47』が『図
書館雑誌』に紹介されたのに対し、『図書館教育』
が紹介されることはなかった。また、1981 年に刊
行された田中の著作集第 6 巻においても、『図書
館教育』刊行以前に著述された教育系雑誌の論稿
は収録されていない。このことから『図書館教育』

刊行から半世紀以上たった当時においても、当時
の田中の方針を認知していなかったといえる。
　以上のことから田中が教育系雑誌に投稿したの
は国民の図書館利用促進に教育の力が不可欠と考
えていたといえる。そのためには、教育関係者に
図書館の機能が教育の目的達成に貢献できること
を示す必要があった。『図書館教育』の一部とな
る論稿を教育系雑誌へ投稿したのはこのためで
あったといえる。

3．『図書学概論』刊行後の田中の著作活動

　表 2 は『図書学概論』刊行（1924 年）から 2
年間に著述された田中の論稿である。『図書学概
論』刊行後は「図書館雑誌」への投稿が増加する。
そして図書学関係の論稿は書誌学系雑誌、目録法
関係は「図書館雑誌」へと、論稿内容に合わせて
雑誌への投稿の棲み分けが行われていることが理
解できる。一方、教育系雑誌への投稿は『図書学
概論』刊行後急激に減少していき、1928 年以降
になると、「小学教育の合理化へ68」『帝国教育』

・表 2『図書学概論』刊行後 2年間の田中敬の著作（○は著作集未収録、□は図書館雑誌）

　20．「図書学のレーゾンデートル48」『觀想』東洋大学観想発行所� （1925 年 1月）
　 21．「蔵書印と蔵書心理49」『東京朝日新聞』東京朝日新聞社� （1925 年 3月）
□ 22．「支那古刻書の一面50」『図書館雑誌』日本図書館協会� （1925 年 4、6、7月）
○ 25．「図書館の教育的機能について51」『千葉教育』千葉県教育会� （1925 年 11月）
□ 26．「図書館員の資格について52」『図書館雑誌』日本図書館協会� （1925 年 11月）
　 27．「書斎の色53」『東京朝日新聞』東京朝日新聞� （1925 年 12月）
　 28．「仙台府学養賢堂版に就いて54」『書誌』書物同好会� （1926 年 2月）
○ 29．「教育の民衆化と図書館の施設―（林靖一君の『図書の整理と利用法』を読みて）―55」『帝国教育』帝国教育会
� （1926 年 4月）
□ 30．「故総裁閣下の御遺徳を慕ひまつりて56」『図書館雑誌』日本図書館協会� (1926 年 5月）
□ 31．「訳語の字義に就て山本氏の批評に答う57」『図書館雑誌』日本図書館協会� (1926 年 7月）
□ 32．「鞠谷中島両氏共編『目録編成法』を批評す58」『図書館雑誌』日本図書館協会
□ 33．「鞠谷中島両氏共編『目録編成法』を批評す59」『図書館雑誌』日本図書館協会
� （1927 年 3、4月）
　 34．「開架式の延長60」『読書往来』読書往来同好会� （1927 年 4月）
　 35．「校正難61」『読書往来』読書往来同好会、� （1927 年 5月）
□ 36．「四五の弁62」『図書館雑誌』日本図書館協会� （1927 年 8月）
□ 37．「著者名標目式の一新例63」『図書館雑誌』日本図書館協会� （1927 年 10月）
□ 38．「目録法統一の希望（第 21回日本図書館協会協議会提案要綱）64」『図書館雑誌』日本図書館協会
� （1927 年 11月）
○ 39．「東北帝国大学図書館65」『図書館学研究』芸艸會� （1927 年 11月）
□ 40．田中敬「弁疑66」『図書館雑誌』日本図書館協会� （1927 年 12月）
　 41．田中敬「愛水満筆67」『学燈』丸善� （1927 年 12月）
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（1931 年 1 月）、「時代の要求と図書館の施設69」『文
教の朝鮮』朝鮮教育会（1932 年 1 月）を最後に
教育系雑誌への投稿は終わる。そして、沢柳が死
去した 1927 年以降になると、『内外参考図書の知
識70』（1929 年 7 月）、「図書解題の解題71, 72」（1929
年 8、11 月）、「読書と図書の力73, 74」（1930 年 3、
５月）といった図書館学の論稿を図書館事業研究
会の出版物へ寄せるようになる。
　1932 年以降になると論稿の多くが書誌学系雑
誌の投稿が増加し、内容も媒体を問わず、図書学
関係の論稿が大半を占めるようになった。

4．考察

　田中は著作助手の職務を通じて、沢柳の教育思
想や方法論を学ぶとともに、彼が図書館に求めた
教育的機能についても理解を深めた。そして、教
育学の観点から『図書館教育』を執筆し、教育関
係者に対し、図書館の教育的職能の意義を広く伝
えようとした。以上のことから、田中の図書館論
は教育学から立脚したものであったといえる。
　一方、図書館界は教育界に存在する田中の存在
を把握することができなかった。しかし『図書学
概論』刊行以降、「図書館雑誌」への投稿が増加し、
高い書誌学の知見を持って目録法について意見を
述べる図書館界の人物として認識するようになっ
た。その認識は彼の著作集が刊行された時期まで
長く続き、その結果、今日の図書館学研究者とし
ての評価が確立されていった。
　今後の課題であるが、現在、先述した拙著を手
がかりに論文を作成し、田中の図書館論の究明に
努めていきたい。
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The Starting Point of Takashi Tanaka as a Researcher of Library Science

By ISHIKAWA Shigekazu

[Abstract] I examined the library theory of Takasi Tanaka known as a researcher of library science 
from his writing activities. It turned out that Tanaka’s library theory was developed from pedagogy 
and the educational theory of Masataro Sawayanagi who is a teacher has affected it. 

[Keywords] Takashi Tanaka, Library theory, Masataro Sawayanagi
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